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９月定例会

令和５年　第３回

９月定例会
９月１日～５日

　報告２件のほか、条例制定、議決事件、補正予算、決算の
認定など提案された17件全てを原案のとおり承認・可決・
認定しました。

報　告
○報告第３号　令和４年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
　 ・ 地方公共団体の財政の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債比率、将来負担比率など）

○報告第４号　令和４年度決算に基づく資金不足比率の報告について
　 ・ 特別・公営企業会計（下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの

議案審議　承認･可決した案件

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第７号　令和５年度嘉島町一般会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算総額に200万円を追加し、歳入歳出予算の総額を66億6,026万９千円に

○こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

　・こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律が令和５年４月１日から施
行されたことに伴い、本条例を制定

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
　・令和５年10月１日から適格請求書保存方式が導入されることに伴い、消費税額を明確にす

るため、本条例の一部を改正

○令和４年度嘉島町簡易水道事業会計利益剰余金の処分について
　・利益剰余金の処分について地方公営企業法第32条第２項の規定により議決を求める

○令和５年度 嘉島町一般会計補正予算（第４号）
　・既定の歳入歳出予算総額に３億5,352万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を70億1,379

万２千円に（主なもの-積立金１億7,182万円、LPガス価格高騰対応支援補助金2,298万３千
円、プレミアム付き商品券事業4,580万円、予防接種関連1,935万５千円、麦・大豆生産技術
向上事業補助金1,892万６千円等）

○令和５年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　　
　・既定の歳入歳出予算総額に1,391万円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億1,123万７千円に

○令和５年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に34万円を追加し、歳入歳出予算の総額を64万円に

○令和５年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に4,025万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億6,439万６千

円に

○令和５年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に472万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億6,271万２千円に
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○令和５年度嘉島町下水道事業会計補正予算（第２号）
　・収益的収支予算のうち、収入において第１款下水道事業収益、第２項営業外収益に260

万３千円、第３項特別利益に725万３千円を追加し、総額を４億6,838万３千円に。支出に
おいては、第１款下水道事業費用、第１項営業費用に477万円を追加し総額を４億690
万２千円に

　・資本的収支予算のうち、収入において第１款資本的収入、第２項企業債を1,430万円、第４
項国庫補助金を1,805万円減額し、総額を３億8,750万円に

　・支出においては、第１款資本的支出、第１項建設改良費を3,621万２千円減額し、総額を
５億7,582万４千円に

○令和４年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算

○令和４年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

○令和４年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算

○令和４年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算

○令和４年度 嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

○令和４年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 歳入歳出差引額

一　般　会　計 　7,648,229,825  7,371,702,153  276,527,672

特
別
会
計

国民健康保険   1,025,130,302  　996,354,744    28,775,558

住宅新築資金等貸付         590,181         50,000       540,181

介護保険     924,922,440    865,636,027    59,286,413

公共下水道事業     770,734,971    743,525,561    27,209,410

後期高齢者医療    153,780,856    148,756,474     5,024,382

○令和４年度 嘉島町簡易水道事業会計歳入歳出決算
収益的収支決算額（税込）　　　　　 　  （円）  資本的収支決算額（税込）　　　　  　　  （円）

収益的収入 　　66,727,973 資本的収入  52,285,000

収益的支出     47,718,263 資本的支出  64,290,466

補填財源使用額  12,005,466  
※不足する12,005,466円は、旧簡易水道事業特別会計からの
　引継金で補てん。

（円）
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4

▪�

本
町
職
員
の
防
災
研
修
及
び
町
民
の

防
災
啓
発
は

▪�

小
学
生
児
童
に
お
い
て
、
保
護
者
同
伴
で
な
い
と
公
共

施
設
を
利
用
で
き
な
い
事
態
が
あ
る
が
そ
の
現
状
は

▪
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は

問 

本
町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

み
る
と
、
安
全
箇
所
が
少
な
く
、

本
庁
舎
で
さ
え
３
ｍ
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
な

災
害
へ
の
意
識
、
備
え
が
必
要
で
す
。

　
職
員
の
研
修
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
町
民
の
防
災
意
識
向
上

の
た
め
の
啓
発
は
。

答
（
総
務
課
長
）

　
近
年
は
自
然
災
害
の
頻
発
化
や
激
甚
化

に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り

う
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
町
職

員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
防
災
研
修
及
び
訓
練
に
つ
い
て

は
、
出
水
時
に
備
え
５
月
に
熊
本
県
、
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
と
合
同
で
豪
雨
対

応
訓
練
を
行
い
、
初
動
態
勢
の
確
立
か
ら

避
難
指
示
や
避
難
所
開
設
、
自
衛
隊
へ
の

救
助
活
動
要
請
な
ど
大
雨
に
よ
る
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
防
活
動
の
維
持
と
水
防
体
制

の
整
備
強
化
を
目
的
に
毎
年
、
緑
川
流
域

自
治
体
と
国
、
県
、
自
衛
隊
、
消
防
な
ど

と
河
川
敷
で
、
緑
川
水
防
演
習
を
実
施

し
、
平
常
時
か
ら
防
災
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
よ
り
意
識
を
高
め
る
た
め
多

く
の
職
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
研
修
や

訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
町
民
へ
の
防
災
啓
発
に
つ
い
て
は
、
避

難
対
策
と
し
て
令
和
２
年
に
作
成
し
、
全

戸
に
配
布
し
ま
し
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
転
入
者
の
方
に
も
配
布
し

て
、
周
知
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

４
月
に
は
区
長
会
議
の
中
で
、
災
害
の
発

生
時
に
住
民
が
連
携
を
取
り
、
お
互
い
の

身
を
守
る
た
め
の
防
災
活
動
を
行
う
自
主

防
災
組
織
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
広
報
誌
に
防
災
訓
練
等
の

防
災
関
連
記
事
を
随
時
掲
載
す
る
な
ど
、

町
民
の
防
災
意
識
向
上
に
も
務
め
て
参
り

ま
す
。

問 

嘉
島
町
は
西
部
地
区
、
東
部
地
区

で
分
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
公
共

の
図
書
室
や
町
体
育
館
等
、
小
学
生
の
み

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
が
生

じ
て
い
る
。
東
小
学
校
の
児
童
が
町
の
図

書
室
を
利
用
す
る
際
、
校
区
外
と
な
り
必

ず
保
護
者
同
伴
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
本

来
自
由
に
利
用
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な

く
、
小
学
生
の
大
事
な
教
育
の
観
点
に
お

い
て
非
常
に
残
念
だ
と
の
声
が
多
数
あ

る
。
図
書
室
だ
け
で
な
く
必
要
な
公
共
施

穴井　智子 議員

設
の
小
学
生
児
童
の
利
用
に
つ
い
て
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

　
校
区
外
へ
児
童
が
出
か
け
る
際
に
は
、
保

護
者
が
同
伴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

学
校
に
お
け
る
「
約
束
」
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
こ
の
「
約
束
」
は
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
場

所
で
の
行
動
に
つ
い
て
児
童
の
安
全
面
を
考

慮
し
、
一
定
の
線
引
き
を
行
う
た
め
に
設
け

ら
れ
て
お
り
、
保
護
者
や
地
域
へ
の
周
知
物

に
は
、「
原
則
と
し
て
」
と
の
文
言
が
入
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
も
含
め
て
、
柔
軟
に
取

り
扱
う
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
は
学
校
側
も
認
識
し
て
お
り

保
護
者
に
、
児
童
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
、
移
動
の
目
的
、
距
離
や
時

間
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
頂
き
、
そ
の
承

諾
の
も
と
、
児
童
だ
け
で
行
動
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
の
承
諾
に
当
た
り
、
移
動

の
目
的
、
経
路
や
帰
宅
時
間
の
確
認
、
交
通

安
全
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
と
ご

家
庭
で
よ
く
話
し
合
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
児
童
の
校
区
外
へ
の

移
動
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
適
切
に

認
識
し
て
頂
く
方
策
を
学
校
側
と
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

問 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
い
て
、
行

政
を
効
率
化
し
国
民
の
利
便
性
を

高
め
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
社

会
基
盤
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
を
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、一
方
で
全
国
で

は
多
数
の
ト
ラ
ブ
ル
案
件
が
公
表
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
町
民
保
険
課
長
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
急
速
に

進
め
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
全
国
で
相
次

い
で
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
主
な
も
の
と
し
て

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
誤
交
付
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
誤
登
録
、公
金
受
取
口
座
の

誤
登
録
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
誤
交
付
は

証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
を
原
因
と

し
て
、
別
人
の
証
明
書
が
誤
っ
て
交
付
さ
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
が
、
本
町
で
は
、
不
具
合

が
多
発
し
た
シ
ス
テ
ム
と
は
別
の
事
業
者
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
運
用
し
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
誤
交
付
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
誤

登
録
は
、
人
為
的
な
ミ
ス
を
原
因
と
し
て
別

人
の
情
報
が
紐
づ
け
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す

が
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
で
は
、
現
時
点
で
誤
登
録
は
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録
は
、手
続
き
支

援
窓
口
に
お
い
て
、
先
に
手
続
き
を
し
た
方

の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
せ
ず

に
次
の
方
の
手
続
き
を
開
始
す
る
、
い
わ
ゆ

る
ロ
グ
ア
ウ
ト
漏
れ
が
原
因
で
別
人
の
公
金

受
取
口
座
を
誤
っ
て
登
録
し
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
本
町
で
は
、
企
画
情
報
課
で
手
続
き

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
支
援
を
行
う
職

員
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
の
確
認
を
徹
底
し
て
お
り

そ
の
よ
う
な
事
案
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
ト
ラ
ブ

ル
の
未
然
防
止
を
図
り
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と
利
用
機
会
の
拡

大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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5

熊本銀行前交差点

中野カメラ前交差点

嘉島みらい工業団地

▪�

交
差
点
の
安
全
対
策
は

▪�

町
道
等
の
排
水
は

▪
教
員
不
足
の
現
状
は

問 

「
熊
本
銀
行
前
」
及
び
「
中
野
カ
メ

ラ
前
」
の
交
差
点
は
町
道
に
右
折

レ
ー
ン
は
あ
る
が
、
右
折
矢
印
式
信
号
機
が

な
い
の
で
、
赤
信
号
で
右
折
し
て
い
る
車
を

多
く
見
か
け
る
。

　
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
右
折
矢
印
式
信

号
機
な
ど
の
設
置
は
。

答
（
総
務
課
長
）

　
当
町
と
し
ま
し
て
も
交
差
点
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
に
あ
り
ま
し
た
「
熊
本
銀
行
前
」
及

び
「
中
野
カ
メ
ラ
前
」
の
交
差
点
に
は
、
こ

れ
ま
で
町
道
に
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
渋

滞
緩
和
対
策
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
交
差
点
に
お
け
る
右
折
矢
印

式
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
方

か
ら
も
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
も
御
船
警
察
署
に
対
し
て
設
置
の
要
望

を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
船

警
察
署
と
協
議
し
た
結
果
、
右
折
矢
印
式
信

号
機
を
設
置
し
た
場
合
、
対
向
車
両
及
び
国

道
を
走
行
す
る
車
両
の
停
止
す
る
時
間
が
長

く
な
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
渋
滞
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と

や
、
信
号
と
交
通
状
況
は
関
連
性
が
大
き
く

信
号
機
を
１
箇
所
見
直
す
と
、
周
辺
一
帯
の

信
号
機
を
見
直
す
必
要
が
出
て
く
る
な
ど
、

近
傍
で
新
た
な
渋
滞
が
発
生
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
く
な
る
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
該
交
差
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
量

増
加
に
伴
い
更
に
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
交
差

点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
右
折
矢
印
式
信
号
機
の
設
置
を

含
め
た
様
々
な
対
策
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
御
船
警
察
署
と
協
議
を

し
な
が
ら
渋
滞
緩
和
な
ど
交
通
安
全
対
策
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

問 

上
島
・
鯰
に
ま
た
が
る
「
嘉
島
み
ら

い
工
業
団
地
」
は
水
田
を
埋
め
た
造

成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
は
豪

雨
時
の
雨
水
は
水
田
に
流
れ
て
い
た
が
、
今

後
は
町
道
や
住
宅
地
の
内
水
が
心
配
さ
れ

る
。
排
水
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）

　
嘉
島
町
は
河
川
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
、
以

前
の
加
勢
川
左
岸
に
は
堤
防
が
無
く
、
当
時

は
毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
町
発

展
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
加
勢
川
も
平
成
11
年
に
は
堤
防
整
備

が
概
ね
完
成
し
、
ま
た
、
同
時
期
に
現
在
の

本
町
に
お
け
る
主
た
る
排
水
（
内
水
）
対
策

と
な
っ
て
い
る
４
つ
の
排
水
機
場
と
７
つ
の

樋
管
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
本
町
に
お
い
て
水
害
に
よ
る

甚
大
な
被
害
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
住
民
の

悲
願
で
あ
る
水
害
常
襲
地
帯
か
ら
脱
却
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
国

に
対
し
て
河
川
改
修
要
望
を
行
っ
て
き
た
大

き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
熊
本

県
の
土
地
開
発
許
可
基
準
に
基
づ
き
適
正
な

雨
水
排
水
抑
制
施

設
（
調
整
池
）
が
配

置
さ
れ
、
実
施
さ
れ

た
開
発
行
為
に
対

す
る
県
の
完
了
検

査
も
終
え
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
昨
今
の

風
水
害
は
異
常
気

象
の
影
響
に
よ
り

頻
度
や
度
合
い
が

日
を
増
す
ご
と
に
激
甚
化
し
て
お
り
、
ご
質

問
の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
の
動
向
を

注
視
し
ま
す
。
ま
た
、
河
川
管
理
者
と
の
連

携
を
よ
り
強
化
し
、
排
水
機
場
並
び
に
樋
管

を
効
率
的
、
効
果
的
に
稼
働
す
る
こ
と
で
内

水
排
水
を
促
し
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
支
川
加
勢
川
の
流
下

能
力
向
上
、
既
存
排
水
機
場
の
能
力
向
上
及

び
治
水
上
支
障
と
な
る
河
道
内
の
土
砂
体
積

や
繁
茂
す
る
樹
木
の
撤
去
な
ど
の
河
川
改
修

事
業
の
推
進
を
国
に
対
し
て
行
い
、
地
域
住

民
の
方
々
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

問 

近
年
、
教
員
不
足
は
全
国
的
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
嘉
島
町
の
現
状

と
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）

　
ま
ず
、
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
4
月

当
初
に
お
い
て
、
配
置
さ
れ
る
べ
き
定
数
に

対
し
、
配
置
出
来
な
か
っ
た
教
員
数
は
嘉
島

中
学
校
で
1
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
に
お
け
る
教
職
員
の
妊

娠
、
出
産
に
伴
う
、
産
休
、
育
休
代
替
教
員

の
確
保
に
つ
い
て
、
学
校
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
た
い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
教
員
不
足
に
つ
い
て
は
、
定
年
退
職
者
数

や
特
別
支
援
学
級
の
増
加
、
教
員
志
望
者
の

鍋田　　平 議員
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▪�

高
齢
者
支
援
の
現
状
課
題
は

問
い
わ
い
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
、
高
齢
者

社
会
を
間
近
に
控
え
、
本
町
の
予
算
に
お

け
る
民
生
費
は
、
こ
こ
数
年
は
全
歳
出
の

３
割
を
占
め
る
割
合
が
続
い
て
お
り
、
令

和
５
年
当
初
予
算
は
昨
年
、
一
昨
年
の
２

億
円
を
上
回
る
21
億
円
と
膨
ら
み
、
高
齢

者
に
係
る
割
合
が
16
％
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
比
率
に
お
い
て
も
65
歳
の
高
齢
者
が

全
体
の
25
％
強
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
本

町
の
施
策
と
課
題
並
び
に
施
設
の
状
況
は
。

答� （
福
祉
課
長
）

　
民
生
費
は
主
に
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
に
係
る
予
算
が
主

で
あ
り
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
同
様
、
全
予
算

の
３
割
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
が
、
大
部

分
が
子
ど
も
施
策
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　
民
生
費
の
う
ち
、
高
齢
者
に
係
る
予
算

は
約
３
億
４
千
万
円
で
、
民
生
費
の
約

16
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
が

１
億
３
千
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
や

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
な
ど
他
会
計

へ
の
繰
出
金
が
１
億
７
千
万
円
で
あ
り
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
率
に
つ
い
て
は
、
過
去

５
年
間
、
26
％
台
を
推
移
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
高
齢
者
の
方
へ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に
、
サ

ロ
ン
や
介
護
予
防
検
診
、
認
知
症
関
連
で

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
脳
い
き

い
き
事
業
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
支
援
と

し
て
は
、
緊
急
通
報
装
置
等
に
よ
る
在
宅

生
活
の
見
守
り
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
嘉
島
町
に
は
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
向
け
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
２
か
所
、
全
79
床
、
要
介
護
１

以
上
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
長
期
療
養

の
方
向
け
の
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提

供
す
る
介
護
医
療
院
が
１
か
所
、
54
床
、

要
支
援
２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
方
向
け
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
１
か
所
、
９
床
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
が
３
か
所
、
全
75
床
あ
り
ま

す
。
な
お
、
各
施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
入
所

等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
嘉
島
町
の
老
人
施
設
に
お
い

て
、
早
急
に
施
設
を
増
床
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
相
談
は
受
け
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
及
び
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
65
歳
以
上
に
な
る

２
０
４
０
年
が
迫
る
中
、
将
来
的
に
は
施

設
の
増
床
や
増
築
等
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
県
と
町
相

互
で
連
携
し
、
施
設
整
備
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

満田　和浩 議員

減
少
等
に
よ
り
、
全
国
的
に
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
教
育
を
行
う
た
め
に
も
、
教

員
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
課
題
に
対
し
て
は
、
教
職
員
の
任
命
権

限
を
持
つ
県
教
育
委
員
会
と
の
連
携
が
必
須

で
あ
り
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て

は
、
新
規
採
用
選
考
考
査
の
見
直
し
、
県
内

外
の
大
学
で
の
説
明
会
等
に
よ
る
教
員
志
望

者
の
発
掘
、
再
任
用
教
員
の
積
極
的
任
用
等

の
ほ
か
、
教
職
に
就
い
て
い
な
い
免
許
保
有

者
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
町
に
お
い
て
も
、
教
育
実
習
が
町
内
の
学

校
で
実
施
さ
れ
る
際
、
子
供
と
と
も
に
成
長

で
き
る
と
い
っ
た
、
教
師
と
し
て
の
や
り
が

い
を
学
生
に
感
じ
て
も
ら
い
、
志
望
者
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
独
自
の
予
算
を
確
保
し
、

特
別
支
援
学
級
支
援
員
14
名
を
任
用
し
て

各
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
、
嘉
島
西
小
学
校
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

病
弱
学
級
に
在
籍
す
る
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
児
童
対
応
と
し
て
、
医
療
機
関
と
契
約
を

結
び
、
看
護
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
各
学
校
に
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
児
童
生
徒
の
名
簿
、
成

績
、
健
康
等
に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
ム
上
で
の

一
元
管
理
を
実
現
し
、
通
知
表
や
諸
表
簿
の

作
成
等
の
教
職
員
の
事
務
負
担
軽
減
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
校
が
子
供
た
ち
と
し
っ
か

り
向
き
合
い
、
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
教
育
が
で
き
る
よ
う
、
県
教
育
委
員
会
と

連
携
し
な
が
ら
教
員
不
足
へ
の
対
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。



7

議員研修会等

演題   「これからの地域社会と獣害対策」

講師　兵庫県立大学／兵庫県森林動物研究センター　　山端 直人 氏

　７月26日（水）役場会議室において、町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会がオンライン

で開催されました。令和３年度における全国の野生鳥獣による農作物の被害額は155億円、熊本県

においても５億円の被害を被っており、獣害を無くす為の具体的な対策、解決策として地域主体、

住民主体による防御と捕獲で被害の

解消に繋がるとのことでした。

　また、獣害対策の目的としては、

「農業を維持する。暮らしやすい集

落を作る。」ということで、本町に

おいても、今後の獣害対策として意

義のある研修となりました。

　森田議長はじめ全議員が参加しました。今回は宮崎県延岡市野口遵記念館にて開会されました。

総会においては高千穂町議会議長の開会のことばに続き主催者代表挨拶、多数のご来賓のご挨拶を

いただきました。

　その後令和４年度事業報告、

決算報告に続き令和５年度事

業計画、予算についての全議

案が決議され、大会決議のご

発声の後、自動車道（山都中

島西IC～延岡市まで82.4㎞・

山都中島西～山都通潤橋間は

R５年度開通予定）の早期の

完成を目指して「ガンバロー

三唱」を行い総会・決起大会

は閉じられました。

� （報告者　穴井）

「町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会」

九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会
総会・決起大会参加

令和５年８月１日（火）13時～
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演題   「くらしと人権」

講師　熊本県人権関係登録講師　　後藤 忠久 氏

　９月５日（火）役場会議室において、町議会議員人権研修会が開催されました。
　講演の中で、まず、様々な人権問題について研修し、正しい知識を身につけるとともに、相手の
立場や気持ちに敏感になるよう人権感覚を磨くことが必要であり、「もし、自分だったら…」と自
分のこととして考えてみることが大切であると講話されました。
　また、部落差別（同和問題）をはじめと
する様々な人権問題を単なる知識としてと
らえるのでなく、差別の現実から、人権問
題を自らの課題として受け止め、自己変容
を目指していくことが重要であり「人権問
題についての基本的認識」の確立につなが
ると締めくくられました。
　議員全員で人権について更なる理解を深
め、あらゆる人権問題（差別）のない社会
になるよう毎年研修したいと思います。
� （報告者　木下）

演題   「天地動乱の時代！防災のあり方は？」～これからの地震・水害にどう備えるか～

講師　防災・危機管理ジャーナリスト　　渡辺 実 氏

　10月６日（金）役場会議室において、熊本県町村議会議員研修会がオンラインで開催されました。
　日本は、「災害列島」と呼ばれるように地球上で最も自然災害が多い国の一つです。2,000年代に
入ると、発生頻度も、被害規模も一段と拡大し「天地動乱の時代」に入っています。地球温暖化か
ら地球沸騰化の時代へと進み、今まで経験したことがない大災害が発生することが予測され、私達
に求められるのは、「覚悟」と「備え」です。
　これからは、「防災」から「減災」、活動期の今は「備災」が重要となります。
　「備災」とは、２つのフェーズ（区分）に分け
られます。「生き残るためのチカラ」と「生き延
びるためのチカラ」に分けられます。前記は、リ
スクを知り、ハザードマップの確認をし、建物の
耐震化、備蓄をしておく、住空間の安全確保など。
後記は被災者になる前に知っておくこと、行政手
続（罹災証明書）や公的支援内容を事前に調べて
おくことも重要であり、今後、大災害に備え、自
分達でできる事を、先延ばしにせず、早めの対策
が必要だと思いました。� （報告者　森下）

「嘉島町議会議員人権研修会」

「熊本県町村議会議員研修会」
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一部事務組合議会報告・主な議会活動

月　日 項　　　　目 場  所  等

７月  ５日 第19回「サントリー会」（川野副議長） ホテル日航

７月  ６日 広報特別委員会（第47号編集会議） 監査委員室

７月10日 市街化調整区域活性化連絡協議会（森田議長） 益城町ミナテラス

７月11日 建設常任委員会所管調査 役場庁議室

７月12日 嘉島町食品衛生協会総会（森田議長） 町民会館

７月13日 嘉島町まち・ひと・しごと創生総合戦略
審議会（森田議長） 役場会議室

７月18日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会
宮崎・熊本両県合同理事会（森田議長）

宮崎県
五ヶ瀬町

７月19日 令和５年度第１回熊本県町村監査委員協議
会臨時総会・研修会（増岡議選監査委員） 自治会館

７月19日 岩手県金ヶ崎町議会行政視察（森田議長） 役場大会議室

７月20日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

７月26日 町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会
（オンライン）（川野副議長・鍋田・境野・春日） 役場庁議室

７月26日 サントリー九州熊本工場竣工20周年感謝
の会（森田議長）

サントリー
九州熊本工場

７月27日 第１回嘉島町進路保障部会（鍋田） 役場大会議室

８月  １日 九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会
総会・総決起大会（全議員） 宮崎県延岡市

８月  ３日 加勢川改修促進期成会　要望活動
地域高規格熊本環状道路建設促進期成会　要望活動

熊本河川
国道事務所

８月16日 上益城郡町村議会議長会定例会（森田議長） 役場中会議室

８月17日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

月　日 項　　　　目 場  所  等

８月18日 令和５年第２回益城、嘉島、西原環境
衛生施設組合議会定例会（鍋田・森下） 組合会議室

８月18日 令和５年第２回上益城消防組合議会
定例会（川野・満田） 消防本部議場

８月21日 第１回国保運営協議会（川野・増岡） 役場庁議室

８月22日 令和５年町村議会正副議長研修会
（森田議長・川野副議長） 自治会館

８月24日 議会運営委員会 役場庁議室

８月25日 三重県鈴鹿市議会行政視察（森田議長） 役場大会議室

８月29日 令和５年第２回上益城広域連合議会
定例会（森田・増岡） 福祉センター

８月30日 令和５年第２回御船地区衛生施設組合
議会定例会（境野・春日） 組合会議室

９月  １日
    ～５日

令和５年第３回嘉島町議会定例会・全員
協議会

議場
議員控室

９月  ３日 令和５年度熊本都市圏３連絡道路建設
促進協議会総会（森田議長） 熊本テルサ

９月13日 嘉島町人権教育推進協議会社会教育部会
（森田議長・境野） 町民会館

９月15日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

９月20日

令和５年度嘉島町地域包括支援センター
運営協議会及び生活支援体制整備事業体
及び嘉島町保健福祉計画・介護保険事業
計画策定委員会（鍋田）

役場会議室

９月21日 広報特別委員会（第48号編集会議） 議員控室

９月29日 熊本県社会教育研究大会
第68回熊本県公民館大会合同大会（森田議長） 八代市

主な議会活動（令和５年７月から令和５年９月まで）

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田組合議長・森下議員）

  議会報告  　令和５年第２回定例会（令和５年８月17日開催）
  原案のとおり認定・可決しました。
　・令和４年度一般会計歳入歳出決算について （歳入決算額562,110,559円　歳出決算額515,529,370円）
　・令和５年度一般会計補正予算（第１号）について

御船地区衛生施設組合（春日組合議長・境野議員）

  議会報告  　令和５年第２回定例会（令和５年８月30日開催）
  原案のとおり認定・可決しました。
　・令和４年度一般会計歳入歳出決算について （歳入決算額191,652,368円　歳出決算額173,342,022円）
　・令和５年度一般会計補正予算（第１号）について

上益城広域連合（森田議員・増岡議員）

  議会報告  　令和５年第２回定例会（令和５年８月29日開催）
  原案のとおり認定しました。
　・令和４年度一般会計歳入歳出決算について （歳入決算額117,749,393円 歳出決算額 98,741,239円）　
　・令和５年度一般会計補正予算（第１号）について

上益城消防組合（川野議員・満田議員）

  議会報告  　令和５年第２回定例会（令和５年８月18日開催）
  原案のとおり認定・可決しました。
　・令和４年度上益城消防組合一般会計剰余金の処分について
　・令和４年度一般会計歳入歳出決算について （歳入決算額977,779,814円　歳出決算額961,482,978円）　
　・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
　・令和５年度一般会計補正予算（第２号）について



　坂本敏正さんは、10年ほど前から子供たちの安全を見守
るため通学時の同行ボランティアをされています。また、
８年前から保護司としても活動中で、地域の安全、安心を
担い、日々ご活躍されております。
　今の楽しみは
　毎日、子供たちと歩きながら、話ができる事が、一番の
幸せです。
　会話をしていると、子供たちの責任感や思いやり、やさし
さがよくわかります。小さいけど“えらい”と思います。

Q
A

坂本　敏正 さん　73歳　下六嘉地区
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再生紙を使用しています。

※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）
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